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四
百
七
十
年
前
、天
文
十
年
一

月
十
五
日
ご
生
誕
の
御
開
祖
角

行
様
は
、時
代
背
景
厳
し
き
永
禄

元
年
十
八
歳
で
天
地
平
安
萬
人

安
福
を
真
願
に
開
教
さ
れ
そ
の
祈

り
を
捧
げ
る
聖
淨
地
を
日
本
列
島

の
ほ
ぼ
中
心
で
こ
の
大
地
が
東
天

に
合
掌
し
、天
の
霊
気
を
地
に
仰

ぎ
地
の
気
吹
を
天
に
伝
え
る
六
根

清
淨
天
地
結
霊
の
冨
士
山
頂
と

確
信
さ
れ
、既
に
修
験
登
岳
も
絶

え
た
山
道
を
北
口
吉
田
か
ら
一
歩

ず
つ
拓
い
て
十
四
年
、元
亀
三
年
六

月
三
日
曉
暗
の
冨
士
山
頂
北
天

に
元
の
父
母
仙
元
を
拝
し
真
願
の

祈
り
を
捧
げ
て
御
神
言
連
誦
、即 

に
元
の
祈
り

 

        

躰
に
神
霊
を
直
受
し
て
他
の
為
に

祈
る
斯
の
道
を
確
立
。
元
和
六
年

庚
申
四
月
仙
元
宮
御
神
鏡
鎮
齋

(

現
存
の
御
神
實
《
み
か
む
ざ
ね
》
・毎

夏
登
頂
天
拝
宮
ご
滞
在
）。そ
し
て

正
保
三
年
六
月
三
日
百
六
歳
を

以
て
都
天
還
元
神
側
仕
《
み
そ
ば
つ
か

え
の
》
霊
神
と
お
鎮
ま
り
給
い
ま
す
。 

 

天
地
平
安
萬
人
安
福
・他
の
為

に
祈
る
斯
の
道
こ
そ
は
本
教
御
開

祖
角
行
様
が
私
達
に
示
さ
れ
た
誠

一
条
の
心
の
光
り
と
存
じ
本
年
も

皆
様
と
共
に
明
日
へ
向
っ
て
の
一
歩

を
進
め
さ
せ
て
戴
き
た
い
と
念
じ
お

り
ま
す
。 

秋
季
報
元
大
祭
執
行 

九
月
二
十
三
日
、
太
祠
御
本
殿

に
て
報
元
大
祭
が
、
管
長
殿
親
祭

に
よ
り
執
行
さ
れ
ま
し
た
。 

 

 

 

宮
城
・
仙
台
発
心
教
会 

御
分
霊
奉
斎 

十
周
年
奉
祝
大
祭 

宮
城
教
区
、
仙
台
発
心
教
会(

武

山
孝
行
教
会
長
、
武
山
ゆ
う
子
講

義
、
武
山
祥
子
講
義
）
は
、
今
年
、

御
分
霊
奉
斎
十
周
年
を
迎
え
、
十

一
月
二
十
一
日
に
奉
祝
大
祭
が
斎

行
さ
れ
ま
し
た
。
本
部
か
ら
管
長

殿
ご
夫
妻
を
お
迎
え
し
、
教
嗣
殿

が
参
向
使
と
し
て
、
ま
た
、
当
教
会

と
御
親
交
の
厚
い
山
口
高
乃
宮
山

縣
由
享
教
会
長
が
祭
官
と
し
て
加

わ
り
、
厳
粛
盛
大
に
祭
儀
が
行
わ

れ
ま
し
た
。  

こ
れ
に
先
立
ち
、
管
長
殿
か
ら
長

き
に
亘
り
教
会
へ尽
力
さ
れ
た
総

代
の
神
尾
保
男
氏
、
白
取
文
男
氏
、

四
戸
清
一
氏
、
阿
部
研
一
氏
に
感

謝
状
が
贈
呈
さ
れ
、
武
山
孝
一
氏
へ

は
役
員
任
命
書
が
満
場
の
拍
手
の

中
で
授
与
さ
れ
ま
し
た
。 

管
長
殿
御
祈
念
の
金
幣
神
事
で

は
、
御
神
語
が
唱
え
ら
れ
る
中
、
教

会
長
が
中
取
り
持
ち
と
な
っ
て
広

前
に
あ
ふ
れ
る
ほ
ど
集
う
参
列
者

全
員
に
大
神
様
の
御
神
徳
が
授
け 

 

ら
れ
ま
し
た
。 

祭
典
後
の
直
会
で
は
、
婦
人
部
の

皆
さ
ん
の
心
づ
く
し
の
料
理
が
テ
ー

ブ
ル
せ
ま
し
と
並
び
、
皆
さ
ん
舌
鼓

を
打
ち
な
が
ら
三
味
線
の
音
色
と

と
も
に
地
元
の
歌
謡
を
合
唱
し
て
の

賑
や
か
な
も
の
と
な
り
ま
し
た

 

 

  

 

謹
ん
で
新
年
を
壽
ぎ
奉
り
ま
す 

天
地
清
明
六
根
清
浄 

 
感
謝
報
恩
心
身
一
条 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

測
り
難
き
御
恩
頼
を
拝
し 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

益
々
の
彌
榮
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す 

       

 

 


